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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における我が国の経済は、政府の経済政策により企業収益や雇用情勢に改善の傾向が

みられ、緩やかな景気回復基調で推移したものの、新興国経済の減速懸念や、英国の国民投票におけるＥＵ離脱の

選択等に伴う世界経済の下振れが懸念されるなど、先行きは依然として不透明な状況が見込まれます。

建設業界におきましては、公共投資は総じて弱い動きにあるものの、民間設備投資は増加基調となる一方、労務

費をはじめとした建設コストの上昇傾向は続いており、引き続き厳しい経営環境が続いております。

このような状況の中、当社グループは顧客密着型及び採算性重視の営業活動を積極的に展開し、グループを挙げ

て新規工事の受注確保に努める一方、工事採算性の向上に向けたコストの削減、業務の効率化などにより利益の確

保に努めてまいりました。

以上の結果、当社グループの当第３四半期連結累計期間の受注高は、67億２千万円（前年同四半期比150.9％

増）、売上高は43億２千８百万円（前年同四半期比96.8％増）となりました。利益につきましては、売上高の増加

により営業利益は８千３百万円（前年同四半期は２億２千７百万円の営業損失）、経常利益は１億２千万円（前年

同四半期は１億６千８百万円の経常損失）、親会社株主に帰属する四半期純利益は１億１千２百万円（前年同四半

期は２億７千１百万円の親会社株主に帰属する四半期純損失）となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

（電気工事業）

電気工事業については、全社を挙げて新規工事の受注確保に努めたことにより、当第３四半期連結累計期間の

受注高は67億２千万円（前年同四半期比150.9％増）、売上高は37億１千６百万円（前年同四半期比129.3％増）、

セグメント利益（営業利益）は４千３百万円（前年同四半期は２億３千３百万円のセグメント損失）となりまし

た。

（建物管理・清掃業）

建物管理・清掃業については、積極的な営業活動を展開するとともに、業務の効率化を推進し、収益の向上を

努めたことにより、当第３四半期連結累計期間の売上高は６億１千１百万円（前年同四半期比5.6％増）、セグメ

ント利益（営業利益）は３千９百万円（前年同四半期比655.9％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ９億７千３百万円増加し、37億３千

９百万円となりました。また、負債合計は、前連結会計年度末に比べ８億８千６百万円増加し、19億５千６百万円

となりました。純資産合計は、前連結会計年度末に比べ８千７百万円増加し、17億８千３百万円となりました。

資産の増加の主な要因は、現金預金２億２百万円の増加及び受取手形・完成工事未収入金等７億３百万円の増加

によるものであります。

負債の増加の主な要因は、工事未払金８億円の増加及び短期借入金６千２百万円の増加によるものであります。

純資産の増加の主な要因は、資本剰余金２千５百万円の減少もありましたが、利益剰余金１億１千４百万円の増

加によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成28年９月期の通期の連結業績予想については、今後の完工、受注予測を踏まえました結果、「平成27年９月

期決算短信」（平成27年11月12日付）で公表した連結業績予想に変更はありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

１．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基準」

（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25

年９月13日）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非

支配株主持分への表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四

半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

２．法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を当第３四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得する建物

附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　 なお、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表への影響額はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 1,046,173 1,248,565

受取手形・完成工事未収入金等 672,735 1,376,333

未成工事支出金 56,885 75,474

繰延税金資産 1,252 1,252

その他 68,093 122,708

貸倒引当金 △12,602 △8,933

流動資産合計 1,832,537 2,815,401

固定資産

有形固定資産

建物・構築物 442,238 369,576

機械・運搬具 350,941 352,481

工具器具・備品 282,770 291,717

土地 359,351 328,042

減価償却累計額及び減損損失累計額 △885,342 △839,299

有形固定資産合計 549,959 502,518

無形固定資産

のれん 84,210 71,932

その他 30,342 25,126

無形固定資産合計 114,553 97,059

投資その他の資産

投資有価証券 247,200 305,245

長期貸付金 335,000 335,000

繰延税金資産 169 169

その他 41,196 28,281

貸倒引当金 △354,341 △344,058

投資その他の資産合計 269,224 324,636

固定資産合計 933,737 924,213

資産合計 2,766,274 3,739,614

決算短信 （宝印刷） 2016年07月28日 11時38分 4ページ （Tess 1.40(64) 20150116_01）



山加電業株式会社(1789) 平成28年９月期 第３四半期決算短信

5

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

負債の部

流動負債

工事未払金 467,513 1,268,157

短期借入金 250,000 312,497

未払法人税等 10,642 10,018

未成工事受入金 32,016 70,763

賞与引当金 16,144 5,930

工事損失引当金 ― 3,163

完成工事補償引当金 310 190

その他 165,521 162,366

流動負債合計 942,147 1,833,088

固定負債

再評価に係る繰延税金負債 7,555 6,485

退職給付に係る負債 99,673 95,639

その他 20,758 21,088

固定負債合計 127,988 123,212

負債合計 1,070,135 1,956,301

純資産の部

株主資本

資本金 989,669 989,669

資本剰余金 821,016 795,540

利益剰余金 61,597 176,490

自己株式 △1,900 △1,900

株主資本合計 1,870,382 1,959,799

その他の包括利益累計額

土地再評価差額金 △174,243 △176,486

その他の包括利益累計額合計 △174,243 △176,486

純資産合計 1,696,139 1,783,313

負債純資産合計 2,766,274 3,739,614
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年10月１日
　至 平成27年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年10月１日
　至 平成28年６月30日)

売上高

完成工事高 1,620,624 3,716,630

不動産管理売上高 578,748 611,419

売上高合計 2,199,372 4,328,049

売上原価

完成工事原価 1,462,124 3,278,136

不動産管理売上原価 379,726 421,513

売上原価合計 1,841,851 3,699,649

売上総利益

完成工事総利益 158,499 438,494

不動産管理売上総利益 199,021 189,905

売上総利益合計 357,521 628,400

販売費及び一般管理費 585,305 545,362

営業利益又は営業損失（△） △227,784 83,037

営業外収益

受取利息 170 82

持分法による投資利益 60,266 37,194

その他 2,858 7,605

営業外収益合計 63,296 44,882

営業外費用

支払利息 3,616 3,290

手形売却損 77 32

訴訟関連費用 ― 860

支払保証料 503 ―

その他 23 3,232

営業外費用合計 4,220 7,415

経常利益又は経常損失（△） △168,708 120,504

特別利益

固定資産売却益 ― 1,111

特別利益合計 ― 1,111

特別損失

固定資産売却損 ― 1,109

損害賠償金 ― 1,255

損害賠償損失引当金繰入額 37,000 ―

特別損失合計 37,000 2,364

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前
四半期純損失（△）

△205,708 119,250

法人税、住民税及び事業税 21,050 7,670

法人税等調整額 45,053 △1,070

法人税等合計 66,104 6,600

四半期純利益又は四半期純損失（△） △271,813 112,649

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会
社株主に帰属する四半期純損失（△）

△271,813 112,649
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年10月１日
　至 平成27年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年10月１日
　至 平成28年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △271,813 112,649

その他の包括利益

土地再評価差額金 771 △2,243

その他の包括利益合計 771 △2,243

四半期包括利益 △271,041 110,406

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △271,041 110,406

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成26年10月１日 至 平成27年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２電気工事業
建物管理
・清掃業

売上高

外部顧客への売上高 1,620,624 578,748 2,199,372 ― 2,199,372

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― 498 498 △498 ―

計 1,620,624 579,246 2,199,870 △498 2,199,372

セグメント利益又は損失（△） △233,034 5,235 △227,799 14 △227,784

(注) １ 売上高の調整額△498千円及びセグメント利益又は損失（△）の調整額14千円は、セグメント間取引の消去

の額であります。

２ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成27年10月１日 至 平成28年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２電気工事業
建物管理
・清掃業

売上高

外部顧客への売上高 3,716,630 611,419 4,328,049 ― 4,328,049

セグメント間の内部
売上高又は振替高

173 454 627 △627 ―

計 3,716,803 611,873 4,328,676 △627 4,328,049

セグメント利益 43,458 39,572 83,031 5 83,037

(注) １ 売上高の調整額△627千円及びセグメント利益の調整額５千円は、セグメント間取引の消去の額であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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